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山
岡
校
長
の 

つ
ぶ
や
き 

多くの高校生が政治に関心を持っていた時代、

昭和４０年代後半に高校生活を送った私にはいい

思い出も、そうでない思い出もたくさんあります。 

新聞部の来年度予算を決めるのに生徒会執行部と

部員の代表が生徒同士で金額交渉をしたこと。午

後２時に始まった生徒総会が紛糾して、午後６時

までかかったこと。大学でストライキ中の学内に

いたら、機動隊に追っかけられて必死に逃げたこ

と。時代の風潮と言えばそれまでですが、今思え

ば、政治に対する思いと冷静な判断のバランスが

悪かったようにも思います。 

高校生が選挙に行ける時代が来ました。候補の

話をじっくり聞いて、しっかり判断してください。 

 

 

N E W S 邇摩高校 近々の予定 

 卒業式 

３月１日（火）卒業式が行われます。三年間の思い出と共に学び舎

を巣立っていきます。 

 

１ ・２ 年進路デー 

 １・２年生が地元で働く先輩たちの話を聞いて自分の進路を考えま

す。また、午後からは専門学校などの方も来校され、生徒たちは自分

の目指す進路の理解を深めていきます。 

t o p i c 

選
挙
学
習
！ 

 

 ２月１７日（水）「３年生を送る会」及び「先輩講話」が開催さ

れました。「３年生を送る会」では在校生が感謝の気持ちを込めた

思い出の映像が流されました。３年生たちは自分たちの懐かしい

姿に感慨深く見入っていました。「先輩講話」では３年生が２年生

へ向けて自分の進路体験を語ってくれました。ある３年生は、「自

分の夢を語ることで周囲に協力してくれる人が増え、両親も説得

することができた」など自身の体験を語り、後輩たちは真剣に聞

き入っていました。 

石原妙代さん 

（大田三中出身） 

 活

躍

す

る 

先

輩 
 

 

 

ビ
ジ
ネ
ス
系
列
三
年
生

の
石
原
妙
代
さ
ん
（
大
田
三

中
出
身
）
は
本
校
で
は
数
年

ぶ
り
と
な
る
全
商
検
定
一

級
四
種
目
合
格
者
で
す
。
ま

た
、
三
カ
年
皆
勤
や
校
内
漢

字
テ
ス
ト
優
良
者
な
ど
の

表
彰
も
受
け
、
資
格
取
得
以

外
で
も
手
を
抜
く
こ
と
な

く
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

生
徒
会
副
会
長
と
し
て
全

校
生
徒
を
ま
と
め
、
卒
業
生

代
表
と
し
て
答
辞
を
読
み

ま
す
。 

平
成
二
十
七
年
六
月
、

公
職
選
挙
法
等
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
が
成
立

し
、
公
布
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
伴
い
、
県
内
の
各

学
校
で
選
挙
に
関
す
る
学

習
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

邇
摩
高
校
で
は
二
月
九
日

（
火
）
に
大
田
市
の
選
挙

管
理
委
員
会
の
皆
様
を
講

師
に
招
い
て
選
挙
学
習
を

行
い
ま
し
た
。 

Ｄ
Ｖ
Ｄ
等
を
交
え
た
講

話
で
わ
か
り
や
す
く
説
明

を
し
て
い
た
だ
い
た
後
、

模
擬
投
票
を
行
い
ま
し

た
。
実
際
に
使
用
さ
れ
て

い
る
投
票
箱
を
は
じ
め
と

し
、
本
番
さ
な
が
ら
の
会

場
設
営
で
し
た
。
会
場
に

一
番
早
く
来
た
人
は
、
一

番
乗
り
の
特
権
で
投
票
箱

の
中
が
空
か
ど
う
か
を
確

認
す
る
こ
と
が
出
来
ま

す
。
実
際
に
一
番
乗
り
に

な
る
こ
と
は
ま
れ
な
の
で

貴
重
な
話
を
聞
く
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。 

平
成
二
十
八
年
夏
に
予

定
さ
れ
て
い
る
参
議
院
選

挙
で
は
、
現
三
年
生
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
そ
の
時

十
八
歳
に
な
る
来
年
度
の

三
年
生
（
現
二
年
生
）
も

選
挙
権
を
持
つ
こ
と
に
な

り
ま
す
。
今
回
の
学
習
を

き
っ
か
け
に
選
挙
に
興
味

を
持
ち
有
権
者
の
自
覚
を

持
っ
て
来
た
る
べ
き
選
挙

の
日
に
備
え
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。 

topic もうすぐ卒業 3年生!! 

 


